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１． 業 績（Ａ） 

（１） 雑誌論文 

① 単 著 

＊ 細江宣裕  (2011) 「レジャー消費自粛の経済効果 -産業連関モデルによる分析」 , 

GRIPS Discussion Paper 11-04. 

② 共 著 

＊ Akiyama, S., Hosoe, N. (2011) "A Spatial Equilibrium Analysis of Japan's Electric 

Power Network," Review of Urban & Regional Development Studies 23(2-3): 114-136. 

(peer-reviewed)  

＊ Tanaka, T., Hosoe, N. (2011) "Does Agricultural Trade Liberalization Increase Risks of 

Supply-side Uncertainty?: Effects of Productivity Shocks and Export Restrictions on 

Welfare and Food Supply in Japan," Food Policy 36(3): 368-377. (peer-reviewed) 

＊ Hashimoto, H., Hamada, K., Hosoe, N. (2012) "A Numerical Approach to the Contract 

Theory: the Case of Adverse Selection," GRIPS Discussion Paper 11-27. 

＊ Tanaka, T., Hosoe, N. (2011) "What Drove the Crop Price Hikes in the Food Crisis?," 

GRIPS Discussion Paper 11-16. 

＊ 細江宣裕 , 田中誠  (2011) 「東電賠償原資調達スキームと必然的アンバンドリン

グ」, GRIPS Discussion Paper 11-02. 

＊ Hosoe, N., Takagi, S. (2011) "Retail Power Market Competition with Endogenous Entry 

Decision-An Auction Data Analysis," GRIPS Discussion Paper 11-01. 

（２） 学会報告 

＊ 高木真吾, 細江宣裕 (2011) 「非対称情報下の小売電力市場の入札モデルに関する

構造推定」, 日本経済学会 2011 年度秋季大会, 筑波大学, 10 月 30 日. 

＊ 細江宣裕 (2011) 「原子力代替電源導入が電気料金に与える影響について」, RIETI

研究会, 経済産業研究所, 12 月 13 日. 

＊ 細江宣裕 , 田中誠  (2011) 「東電賠償原資調達スキームと必然的アンバンドリン

グ」, 電力新体制研究会, 政策研究大学院大学, 10 月 7 日. 

＊ 高木真吾, 細江宣裕 (2011) 「非対称情報下の小売電力市場の入札モデルに関する

構造推定」, ポリシー・モデリング・ワークショップ, 政策研究大学院大学, 7 月 9

日. 

 



 

 

２． 助成金による研究 

＊ （2011 年 12 月-2013 年 12 月） 野村財団 社会科学助成「東日本大震災後の水産業復

興政策と漁業権再編問題」. （研究代表者） 

＊ （2009-2012 年度） 文部科学省 科学研究費補助金 若手研究(B), 「マクロ経済のリス

ク要因に対する頑健性分析」. （研究代表者） 

＊ （2009-2011 年度） GRIPS 政策研究センター「ネットワークと集積の経済分析プロジ

ェクト」. （研究代表者） 

＊ （2011-2012 年度） 文部科学省 科学研究費補助金 挑戦的萌芽研究, 「垂直的に関連

した複数の寡占的電力市場の実証分析」, 研究代表者: 岡本亮介（政策研究大学院大

学）. （研究分担者） 

＊ （2009-2012 年度） 文部科学省 科学研究費補助金 基盤研究(B)(一般), 「プロパテン

ト政策のミクロ・マクロ的インパクト」, 研究代表者: 畠中薫里（政策研究大学院大

学）. （研究分担者） 

＊ （2008-2011 年度） 文部科学省 科学研究費補助金 基盤研究(B)(一般), 「交通ネット

ワークの整備・運用と都市集積の相互作用」, 研究代表者: 岡本亮介（政策研究大学

院大学）. （研究分担者） 

＊ （2009-2011 年度） GRIPS 政策研究センター「東日本大震災後の水産業復興政策と漁

業権再編問題」. （研究分担者） 

 

３． 教 育 

（１） 講 義 

＊ Economic Modeling for Development Economics（春学期） 

GTAP 等の国際的産業連関データベースを前提に、コンピュータによる経済モデ

ルのシミュレーション技法について講じた。  

＊ 事業評価手法（夏学期） 

電気事業や内航海運事業を例にとり、規制の効果・影響に関する評価分析手法に

ついて講じた。 

＊ 経済シミュレーション分析（秋学期） 

日本のデータを前提として、コンピュータによる経済モデルのシミュレーション

技法について講じた。 

＊ 政府と市場（秋学期） 

ミクロ経済学 I/II で修得した経済学の手法を用いて、日常的に目にする社会・経

済問題を経済学的視点から分析し、その解決策を提示する訓練を行うことを目指

してセミナー形式で経済政策について講じた。  

（２） 演 習 

＊ Public Policy Workshop II (Macroeconomic Policy Area) 

（３） 論文指導 

＊ 博士課程 1 名（公共政策）, 博士課程在学中, 主指導. 

＊ 博士課程 1 名（Policy Analysis）, 博士課程在学中, 主指導. 

＊ 修士課程 1 名（地域政策）, 修士号取得, 主指導. 

＊ 修士課程 1 名（地域政策）, 修士号取得, 副指導 

 

４． 管理・運営への関与 



 

 

（１） 委員会 

＊ 研究教育評議会, 委員 

＊ One-year and Two-year Master’s Program of Public Policy Committee, 委員 

＊ 地域政策プログラム・コミティー, 委員 

＊ Policy Analysis Program Committee, 委員 

＊ 開発政策プログラム・コミティー, 委員 

＊ QE Committee, 委員 

＊ Macroeconomics QE Committee, 委員長 

＊ キャンパス・アジア運営委員会 , 委員 

＊ 政策研究センター運営調査会, 委員 

＊ 政策研究センター補佐会, 委員 

（２） タスクフォース 

＊ 大学の世界展開力強化事業, 構想責任者 

（３） その他 

＊ One-year and Two-year Master’s Program of Public Policy, ディレクター代理 

＊ 政策研究センター, センター長補佐 

 

５． 社会的貢献（Ａ） 

学会等における活動 

＊ ポリシー・モデリング・ワークショップ, 事務局 

＊ 応用地域学会, 2011 年大会プログラム委員会, 委員 

＊ 日本政策学生会議, 論文審査委員 


